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▼▼
は
じ
めと

今
年
も
、
根
室
海
映
か
島
流
氷
が
消
え
ま
る

！
の
を
や

―‐‐っ
て
ぃ
た
，

ｉｔ
の
ｔ
…！う
ｔ
ゼ
ザ
な
し
変
慌

ポ
撤
■
！一や
キ
！！一！一
一
，≡
祥
■
軽
織
軽
糧
群
Ｆ

支
庁
督
ｎ
ｔ
麦
！＝
え
れ
た
の
を
茂
切
，
に
、す
五

月
一
一
■
・に
は
ヽ
北
海
道
側
サ
ｔ
Ｏ
第
一揮
ｔ

ｔ
て
元
島
賢
二
四
Ａ
、
北
方
領
主
選
通
通
動
常

係
者
一
団
一
北
海
道
の
職
員
、
医
師
、
通
報

マ
ス
ヨ
車
記
者
か
ら
な
る
総
勢
四
人
人
の
紡
聞

団
が
日
後
島
を
訪
れ
た
。
私
も
【
田
長
ｔ
し
て

参
加
し
た
が
、
根
室
花
咲
港
か
ら
納
沙
布
岬
逢

由
ｆ
六
時
間
半
、
少
々
し
け
の
中
を
わ
ず
か
三

五
工
■
．ン
の
ヨ
ー
テ
ル
一
ホ
ワ
イ
ト
号
ｆ
の
始

撫
ｆ
あ
る
。

国
後
島
古
釜
布
六
ユ
ー
ジ
ノ
ク
ナ
ツ
ス
ク
）

に
近‐す
↑
に
つ
れ
、、若！
手
語
合
の
上
Ｌ
か
な
つ

の
規
模
の
漁
業
ヨ
ン
ピ
ナ
ー
ト
が
偉
容
を
誇
っ

て
続
い
て
い
る
の
が
望
ま
れ
た
。
は
る
か
モ
ス

ク
ワ
を
離
れ
た
極
東
の
離
島
に
こ
れ
ほ
ど
の
エ

業
地
帯
が
出
現
ｔ
て
い
た
と
は
、
全
く
の
驚
ュ

で
あ
っ
た

（現
在
体
業
や
）。

港
の
施
設
が
貧
弱
て
、
三
五
二
ト
ン
の
船
す

ら
接
農
ｆ
き
な
い
た
め
、
洋
上
で
は
じ
け
を
待

つ
が
、例
に
よ
っ
て
な
か
な
か
や
っ
て
こ
竹
い
。

一
時
間
ほ
ど
経
っ
て
よ
う
や
く
国
境
警
備
隊
が

現
れ
た
が
、
今
回
は
、
予
想
以
上
に
入
域
手
続

き
が
難
航
し
、
上
陸
ｆ
き
た
の
は
、
よ
う
や
く

現
地
時
間

（日
本
時
間
よ
う
三
時
間
違
ん
て
い

る
）
ｆ
夜
の
九
時
を
過
ぎ
て
い
た
。
入
域
に
際

し
て
同
乗
し
て
い
た
外
務
省
職
員
の
指
示
も
あ

リ
ロ
シ
ア
国
張
を
マ
ス
ト
に
掲
拐
し
な
か
っ
た

こ
と
等
の
た
め
、　
ロ
シ
ア
側
と
の
折
街
が
難
航

し
た
の
で
あ
る
。
当
日
は
一
背
広
の
上
に
ア
ノ

ラ
ン
ク
を
着
て
も
、
な
お
寒
い
ぐ
ら
い
の
天
候

て
あ
っ
た
が
、
ポ
キ
ト
ジ
ン
地
区
長
を
は
じ
め

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
予
定
先
の
人
た
ち
が
わ
れ
わ
れ

を
待
っ
て
い
て
く
れ
、
子
供
と
一緒
に
大
勢
醜

迎
え
て
く
れ
た
の
に
は
感
激
し
た
。

パ
ス
ｆ
地
区
行
政
府
に
着
く
と
、
挨
拶
も
そ

こ
そ
こ
に
各
自
二
人
ず
つ
に
分
か
れ
て
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
先
の
ロ
シ
ア
人
を
紹
介
さ
れ
た
一
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先
で
は
一
心
づ
く
し
の
寮
菩
な
ロ
シ

ア
料
理
ｆ
歓
待
を
受
け
ど
貫
葉
は
通
じ
な
い
が
、

人
間
同
士
と
し
て
本
当
に
温
か
い
交
流
が
行
わ

れ
た
。
団
員
に
は
か
な
り
の
年
配
者
も
い
た
が
、

手
振
り
見
真
似
に
加
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
配
ら
れ

た
特
製
の

「日
露
会
話
集
」
の
該
当
箇
所
を
指

し
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
双
方
共
に
相
当
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

翌
日
は
、　
ロ
シ
ア
側
の
案
内
で
バ
ス
に
よ
り

//イす
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南
下
、
野
付
半
島
か
ら
わ
ず
か
一
六
ｋｍ
に
位
置

す
る
国
後
最
南
端
の
泊
村

曾

ロ
メ
ニ
ノ
）
と

訪
れ
た
”
五
〇
午
前
ほ
住
ん
て
い
た
人
も
数
人

惨
加
し
て
い
だ
が
、
当
時
を
思
い
出
し
て
「昔

は
こ
い，
だ
っ
た
、
あ
ら
だ
っ
た
」
と
本
当
に
感

慨
探
そ
う
で
あ
っ
た
。
村
の
小
中
学
校
を
訪
問

し
た
が
、
皆
非
常
ｔ
友
好
的
で
、
子
供
た
ち
が

日
本
語
て
「幸
せ
な
ら
手
を
た
た
こ
う
」を
歌
っ

て
歓
迎
し
て
く
れ
た
。
歴
史
の
先
生
が

「北
方

領
土
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
ち
ら
側
の
主
張
だ

け
で
な
ｔ
、
日
本
側
の
考
志
方
も
ぜ
ひ
子
供
た

一つ
に
教
え
た
い
」
と
い
う
の
で
一
後
て
日
露
共

同
資
料
等
を
送
る
と
約
束
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

北
方
領
土
問
題
に
つ
い
て
の
ロ
シ
ア
人
現
島
民

と
の
対
話
集
合
、
地
区
行
政
府
ｆ
の
ポ
キ
ー
ジ

ン
提
案

（後
述
）
を
め
↑
っ
て
の
意
見
変
換
、

博
物
館
等
の
訪
間
、
島
内
視
察
、
先
祖
の
勢
参

り
等
が
行
わ
れ
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
国
後

島
か
ち
は
残
雪
輝
ぐ
北
海
道
の
知
床
の
山
々
が

真
近
ｔ
望
ま
れ
、
本
当
に
近
い
と
実
感
し
た
。

最
後
に
、
ウ
オ
ッ
カ
と
ロ
シ
ア
民
揺
に
よ
る
大

送
捌
全
て
の
交
流
を
終
え
、
全
員
索
事
北
海
道

に
戻
っ
た
の
で
あ
る
。

本
年
は
、
こ
の
よ
う
な
ビ
ザ
な
し
交
流
が
、

こ
ち
ら
側
か
ら
延
べ
九
回
四
二
二
人
、　
ロ
シ
ア

側
か
ら
七
回
四
二
二
人
、
合
計
八
四
五
人
も
の

人
数
て
予
定
さ
れ
て
い
る
。

▼

ど
ザ
な
し
交
流

北
方
領
土
は
、
■
本
の
固
有
の
領
土
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
す
、
ロ
シ
乃
（旧
ノ
違
）
に
ょ
つ

て
不
法
占
拠
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
わ
が

国
の
立
場
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
日
本
国
民

が
ノ
運
当
局
の
ビ
ザ
の
発
給
を
受
け
て
北
方．領

上
に
入
域
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
国
民
の

総
意
ｔ
ｔ
び
増
本
国
政
府
つ
政
策
≡
相
入
れ
な

い
も
の
と
さ
れ
、
国
民
は
入
域
し
な
い
よ
う
に

要
摘
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
三
年
四
月
の
ゴ
ル
バ

チ
ョ
フ
前
大
統
領
の
来
日
．時
の
日
ツ
共
同
声
明

に
よ
り
、
北
方
四
島
が
平
和
条
約
に
お
い
て
解

決
す
べ
き
領
土
問
題
の
対
象
で
あ
る
こ
と
が
明

確
に
認
め
ら
れ
、
平
和
条
約
の
た
め
の
作
業
を

加
速
さ
せ
る
こ
と
が
第
一
義
的
に
重
要
ｒ
あ
な

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
新
た
な
状

況
を
蒼
ま
え
、
同
年

一
〇
月

一
四
巳
、
日
ユ
阿

国
外
相
間
て
往
復
害
簡
が
変
わ
さ
れ
、
平
和
条

約
締
結
摘
題
が
解
決
さ
れ
る
ま
て
の
間
、
相
互

理
解
の
増
進
を
図
り
、
い
っ
て
そ
の
よ
う
な
問

題
の
解
決
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

日
本
国
民
の
北
方
領
土
へ
の
訪
間
を
、
旅
券
、

ビ
ザ
な
ｔ
て
行
う
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
ビ
ザ
な
し
交
流
は
、
単
な
る



地
域
間
の
国
際
規
善
交
流
で
は
な
い
。
領
土
間

題
と
い
う
極
め
て
重
い
課
題
を
背
負
っ
た
、
日

本
国
政
府
の
外
交
方
針
と
密
接
に
関
連
す
る
地

域
の
国
際
究
流
■
の
ｉｆ
な
る！≡
平
‥盛
四
年
の！‐四

月
か
け
始
ま
っ
た
ピ
ザ
な
し
交
流
に
よ
り
、
既

に
同
五
年
度
末
ま
ｆ
に
ロ
シ
ア‐側
■
争
〓
ュ
回

六
三
八
人
、
８
本
側
か
ら
一
二
回
六
八
六
人
、

合
計

一
三
二
四
人
与
つ
―人
々
に
よ
う
―本
当
に
温

か
い
革
の
根
の
交
流
が
行
わ
れ
、
相
互
の
理
解

ｔ
信
頼
が
確
実
に
深
ま
っ
て
い
る
。

「漁
期
九
四
」
作
戦
と

ポ
キ
‐―
ジ
ン
鍵
案

本
年
四
月
二
０
日
ょ
う
一
０
月
中
旬
ま
ざ
の

予
定
で
、　
ロ
シ
ア
国
境
警
備
隊
は
、
漁
業
委
員

会
、
天
然
資
源
省
、
寵
関
等
と
共
同
し
、
海
軍

ま
で
動
員
し
て
ロ
シ
ア
太
平
洋
沿
岸
水
域
に
お

け
る
大
規
模
な
不
法
操
業
の
取
り
締
ま
，
作
戦

を
実
施
し
て
い
る
。
北
方
領
土
周
辺
海
域
に
お

け
る
傘
捕
の
状
況
は
、
平
成
五
年
に
一
二
隻
四

二
人
で
あ
っ
た
が
、
本
年
は
、
既
に
六
月
末
現

在
で
五
隻
四
五
人
に
上
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
本
年
二
月
末
、

ポ
キ
ー
ジ
ン
南
タ
ノ
ジ
ス
ク
地
区
長
か
ら
根
室

市
長
と
道
の
根
室
支
庁
長
に
あ
て
北
方
領
土
周

辺
水
域
に
お
け
る
日
本
の
漁
業
者
に
よ
る
操
業

の
提
案
が
あ
っ
た
。
貝
殻
島
周
辺
に
お
い
て
は
、

昭
和
三
八
年
以
来
日
ノ
の
民
間
協
定
に
よ
う
ロ

シ
ア
側
に
入
漁
料
を
支
払
っ
て
ヨ
ン
ブ
漁
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
方
式
で
の
日
本

漁
民
に
よ
る
操
業
を
提
案
し
て
き
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
外
務
省
は
、
員
殻
島
の

コ
ン
ブ
漁
協
定
は

「当
時
の
状
況
の
中
で
零
細

漁
民
に
対
す
る
配
慮
か
ら
結
ば
れ
た
例
外
的
な

も
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
地
元
根
室
市
は
―
こ
の
提

案
を
歓
迎
し
、
四
島
周
辺
て
の
操
業
は
未
年
の

霧
い
て
み
る
が
、
最
終
的
に
は
政
府
の
判
断
を

必
要
と
す
る
の
で
、
回
答
に
つ
い
て
は
し
ば
ら

く
猶
予
願
い
た
い
旨
の
返
答
を
行
っ
た
。
六
月

三
日
の
衆
議
院
外
務
委
員
会
に
お
い
て
は
、
こ

の
間
題
に
関
連
し
て
丼
務
大
臣
か
～

「北
方
領

土
に
対
す
る
わ
が
国
の
基
本
的
立
場
を
害
し
ｒ

は
な
ら
な
い
が
、
早
期
検
討
を
事
務
当
局
に
努

力
さ
せ
た
い
」
旨
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
る
七
月
一
日
、
根
室
支
庁
管
内

一
市
四
町

七
八
漁
協
の
代
表
者
が
外
務
省
、
水
産
庁
お
よ

び
北
海
道
開
発
庁
に
自
ら
が
ま
と
め
た
操
業
計

画
案
を
示
す
と
と
も
に
、
北
方
四
島
周
辺
海
域

で
の
安
全
繰
業
実
現
の
陳
情
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
同
月
五
日
に
は
、
同
じ
く
ピ
ザ
な
し
交

流
て
国
後
島
を
訪
れ
た
大
矢
根
室
市
長
が
ポ

キ
ー
ジ
ン
地
区
長
と
会
談
、
本
年

一
〇
月
ま
で

に
地
元
間
ｆ
具
体
案
づ
く
り
に
努
力
す
る
こ
と

で
合
意
し
た
。
道
と
し
て
も
、
北
海
道
の
漁
業

振
果
等
の
見
地
か
ち
こ
れ
を
積
極
的
に
支
援
し

て
い
く
考
え
て
あ
る
が
、
北
方
領
土
問
題
の
早

期
解
決
を
図
る
見
地
か
ら
も
、
北
方
領
主
周
辺

水
域
に
お
け
る
安
全
操
業
の
早
期
実
現
が
望
ま

れ
る
。

↑子供も入っての対艦集会ちネクタイ中央がポキージン氏たなが筆者


